
11--55 苫小牧工場の環境負荷分析苫小牧工場の環境負荷分析

家庭で濯ぎ（家庭で濯ぎ（22回）回）
7.37.3ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

パッカー車収集パッカー車収集
1,037.01,037.0ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

選別センター選別センター
で圧縮梱包で圧縮梱包

322.5322.5ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

ベール輸送ベール輸送
53.253.2ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

苫小牧工場で苫小牧工場で
再商品化再商品化

2,974.32,974.3ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

ペレット輸送ペレット輸送
10.610.6ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

プラ残渣輸送プラ残渣輸送
4.84.8ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

処分残渣輸送処分残渣輸送
2.62.6ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

発電発電（効率（効率2727％）％）
1,705.51,705.5ｋｃａｌｋｃａｌ//ｋｇｋｇ

プラスチックプラスチック
成形工場成形工場

最終処分最終処分
36.2kcal/kg36.2kcal/kg

合計合計 4,412.4kcal/kg4,412.4kcal/kg
（発電分差引（発電分差引 2,706.9kcal/kg2,706.9kcal/kg））

平成平成1717年度実績値年度実績値
より当社にて算出より当社にて算出
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バージン樹脂製造との比較バージン樹脂製造との比較
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＊化学工業会による数字
を弊社製品比率に合わせ
て平均化



２．材料リサイクル技術と展望２．材料リサイクル技術と展望
22--11 容リプラの組成からみる分別方法について容リプラの組成からみる分別方法について

11.011.0％％11.011.0％％その他その他

3.13.1％％3.13.1％％PVCPVC、、PVDCPVDC

0.70.7％％PETPET--PEPE等等

100.0100.0％％100.0100.0％％合計合計

PETPET合計合計

8.48.4％％

7.77.7％％PETPET

1.81.8％％PSPS--PEPE等等

2.82.8％％PSPS--PPPP

PSPS合計合計

21.321.3％％

16.716.7％％PSPS

3.53.5％％PPPP--PETPET,PA,PA等等

2.62.6％％PPPPアルミ蒸着品アルミ蒸着品

3.83.8％％PPPPタルク入りタルク入り PPPP合計合計

22.022.0％％

12.112.1％％PPPP

1.21.2％％PEPE--PVDC,PETPVDC,PET等等

1.51.5％％PEPEアルミ蒸着品アルミ蒸着品

6.36.3％％PEPE--PAPA

10.010.0％％LDPE(LLDPE)LDPE(LLDPE) PEPE合計合計

34.234.2％％

15.215.2％％HDPEHDPE

当社調べによるもの当社調べによるもの
（市町村によって組成は異なります（市町村によって組成は異なります）

＊市町村の収集の段＊市町村の収集の段
階で分別するのは、コ階で分別するのは、コ
ストと収集エネルギーストと収集エネルギー
が増大するのみならずが増大するのみならず

分別そのものも困難で分別そのものも困難で
ある。ある。

＊ＰＳのみが材料Ｒに＊ＰＳのみが材料Ｒに
適しているわけではな適しているわけではな
く、他の素材も使えるく、他の素材も使える
ものが多く存在する。ものが多く存在する。

11

MYOUEN KOUGYOU Co.,Ltd.



マテリアルリサイクルの質を高めるには？マテリアルリサイクルの質を高めるには？

市町村・消費者市町村・消費者 ・ベール品質改善・ベール品質改善

特定事業者特定事業者

・複合素材を極力控える・複合素材を極力控える
・品質上やむを得ない場合は、融点の・品質上やむを得ない場合は、融点の
近いもの、分子構造の近いものを選ぶ近いもの、分子構造の近いものを選ぶ
・容器とフタ、フィルムを同じ素材にする・容器とフタ、フィルムを同じ素材にする

再商品化事業者再商品化事業者
・選別技術の改良・選別コストの低減・選別技術の改良・選別コストの低減
・製品の汎用性の上昇・製品の汎用性の上昇
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・複合素材におけるリサイク・複合素材におけるリサイク
ルしやすい素材へのシフトやルしやすい素材へのシフトや
選別技術の向上が進めば、選別技術の向上が進めば、
選別コストよりも製品価値の選別コストよりも製品価値の
ほうが高くなり、容リプラの材ほうが高くなり、容リプラの材
料リサイクルは大きく様変わ料リサイクルは大きく様変わ
りする可能性がある。りする可能性がある。



22--22 融解と熱分解の必要エネルギーの違い融解と熱分解の必要エネルギーの違い

・材料リサイクルは融解、ケミカルリサイクルは・材料リサイクルは融解、ケミカルリサイクルは
熱分解、サーマルリサイクルは燃焼であって、必熱分解、サーマルリサイクルは燃焼であって、必
要エネルギーが大きく異なる。要エネルギーが大きく異なる。
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融解・熱分解曲線融解・熱分解曲線

100100 200200 300300 400400 500500 温度（温度（℃℃））
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ケミカルＲ領域ケミカルＲ領域

必要な熱量必要な熱量
((内部エネルギー）内部エネルギー）

(cal/g)(cal/g) ＰＥＰＥ

ＰＰＰＰ

ＰＳＰＳ

熱分解は融解よりも熱分解は融解よりも
数倍の熱量を必要とし、数倍の熱量を必要とし、
ナフサから樹脂再合成ナフサから樹脂再合成
・ペレット製造にさらに・ペレット製造にさらに
多くの熱量を必要とする。多くの熱量を必要とする。

＊＊
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３．３．ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人 プラスチックマテリアルプラスチックマテリアル
リサイクル推進協議会リサイクル推進協議会からの要望からの要望

PMRC～～Plastic Material Recycle CouncilPlastic Material Recycle Council～～ 16


